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令和７年度第２回 千葉市美浜区公民館運営審議会議事録 

 

１ 日 時  令和８年３月１１日（水） １４時００分～１５時００分 

２ 場 所  稲浜公民館２階 研修室 

３ 出席者   （委員：１２人中１２人） 

飯島精三委員長、池田孝子副委員長、青野岩夫委員、伊藤陽委員、 

伊藤秀夫委員、大西裕美子委員、篠原泰彦委員、鈴木孝子委員、須田邦子委員、 

山中壽江委員、吉野しのぶ委員、米倉秀明委員 

（事務局：１３人） 

栗山生涯学習振興課長補佐、秋山生涯学習振興課主任主事 

髙本公民館管理室長、中村公民館管理室室長補佐、西田公民館管理室主事 

森永稲浜公民館長、古川幕張西公民館長、日髙磯辺公民館長、川﨑幸町公民館長、 

青栁高浜公民館長、小川打瀬公民館長、石田稲浜公民館副館長、伊藤稲浜公民館主事 

 

４ 議 題 

（１）報告事項 

ア 令和７年度千葉市美浜区公民館利用状況について（１月末現在） 

（２）協議事項 

ア 令和８年度千葉市美浜区公民館事業計画（案）について 

イ その他 

５ 議事の概要 

１ 開会 

２ 千葉市美浜区公民館運営審議会委員長挨拶 

３ 千葉市生涯学習振興課長補佐挨拶 

４ 議事 

（１）報告事項 

ア 令和７年度千葉市美浜区公民館利用状況について（１月末現在） 

事務局より、令和７年度の美浜区公民館の利用状況及び公民館図書室の運営状況に 

ついて説明した。 

（２）協議事項 

ア 令和８年度千葉市美浜区公民館事業計画（案）について 

事務局より、令和８年度の千葉市美浜区公民館事業計画について説明し、 

委員から意見を伺った。 

     イ その他 

      特になし 
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  ５ その他 

６ 閉会 

 

６ 会議経過 

飯島委員長が議長を務め、議事に入った。 

① 報告事項ア令和７年度千葉市美浜区公民館利用状況について（１月末現在） 

会議資料に沿って、区内公民館６館の利用状況、区内３館の公民館図書室について稲浜公

民館長が説明した。 

  ≪質問・意見≫ 

青野委員   美浜区の人口はそれほど変わっていないと思うが、その一方で公民館の利用 

が増えているのは、どのような理由だと考えているか。 

髙本室長   個人利用が増えていることが一つの要因であると考えられる。また、千葉市 

の公民館全体として、自習室の利用が増えている状況がある。美浜区でも同 

様の傾向ではないかと考えている。 

 

② 協議事項ア令和８年度千葉市美浜区公民館事業計画（案）について 

会議資料に沿って、美浜区各公民館の事業について稲浜公民館長及び各地区館長から報告

を行った。 

≪質問・意見≫ 

篠原委員   幕張西公民館の新規事業「幕張夢のキャンパス・教えて先輩！～自習室でつ 

ながる質問リレー」について、自習室を利用する学生がポストに質問を投函 

し、それに学生が回答するという仕組みは面白いと感じた。レンタルスペー 

スのような自習室の使い方だけでなく、地域との交流という意識にも一歩踏 

み込んだ取組みであり、他の館にも広がるとよいと思う。 

古川館長   最近は高校生や大学生の利用が増えている。幕張西小学校・中学校の出身者 

も多い。進学の悩みなどをフランクに聞ける機会を作ることで、さらに地域 

の交流が広がっていくのではないかと考えている。 

 

篠原委員   幸町公民館の文化祭について、サークル連絡協議会ではなく、公民館が主催 

       となっている理由は何か。 

川崎館長   これまでは輪番で役員を決めて運営していたが、利用者の高齢化が進んでお 

り、順番が回ってきても対応できないという状況があった。結果として、一 

部の人に負担が集中してしまうという問題があり、実態として、公民館が主 

催する方法でなければ運営が難しいためである。 
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篠原委員   打瀬公民館の「初心者のためのパワーポイント」講座について、受講後どの 

ように活用していくのかも重要である。「できた」で終わってしまうと、そ 

の後につながらないのではないかと感じる。 

小川館長   ご意見を参考に、講師の先生とも相談しながら進めていきたい。 

 

青野委員   稲浜公民館の「男塾」という事業は面白い取組みだと感じた。なぜそのよう 

な取組みをしようと考えたのか、きっかけを伺いたい。 

森永館長   公民館の利用者層を見ると、圧倒的に高齢者と女性が多い状況である。一方 

で、現役世代の男性の利用は非常に少ない。そこで、利用者の幅を広げたい 

という思いから企画した。来年度、初めての取組みとして挑戦したいと考え 

ている。 

 

青野委員   ここ数年、各館で新しい取組みを積極的に行っている印象がある。事業数も 

充実しており、地域に浸透してきていると感じている。 

 

③ その他 

≪質問・意見≫ 

青野委員   自身は打瀬公民館のサークル連絡協議会に所属している。運営懇談会の中で 

登録団体が増えているとの説明があり、打瀬公民館利用の需要が高まってい 

ると感じている。既存のサークルに新しい方が入ることで、全体の活性化に 

もつながるのではないかと考える。一方で、打瀬公民館にはやや特殊な事情 

もあるため、個別に意見交換を行ったり、方向性を探ったりする機会を設け 

ることができればよいと考えている。 

篠原委員   高浜地区には小学校が２校あるが、その学区内には公民館がない。そのた 

め、子どもたちが公民館に行く機会があまりないように感じる。高浜公民館 

は駅とは反対方向に位置していることもあり、公民館の存在自体が十分に認 

知されていないのではないかと思われる。主催事業のお知らせは配布されて 

いるが、公民館の職員が小学校を訪問して公民館の説明を行うなど、公民館 

のない学区の小学校に対して、積極的に公民館を紹介する取組みを行っても 

よいのではないかと考える。検討をお願いしたい。 

 

 


